
「急性大動脈解離」の患者さんへ：「お知らせ」と「お願い」 

 

 

当院は下記の研究に参加していますので、ぜひ参加の御協力を頂ければ幸いです。 

 

 

「来院時血中凝固因子による急性大動脈解離の急性期致命的合併症の予測研究」 

 

(凝固因子を追加することでより正確な緊急手術適応が決定できることを証明する研究) 

 

 

この研究は、この病気をより適切に治療するために実施しています。 

診療は標準どおり行い、余計な検査や治療も行ないませんので、診療費もリスクも負担が増えません。 

診療した患者さんのデータを提供いただいて分析に供します。その際、個人情報は匿名化されます。 

特徴は、血液の凝固傾向に注目し、採血項目(下記の＊)に焦点を当てていることです。 

（＊ FDP,D-dimer, Plasminogen, AT-Ⅲ,α２PI, Fibrinogen,など） 

 

この成果により、急性大動脈解離の治療に恩恵がもたらされると期待できます。 

そのため全国の八か所の労災病院で共同研究をしています。 

 

 

                    問い合わせ先： 心臓血管外科 

                            小西敏雄・古川 浩 


